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(~Ij-~')地域に学ぶ子どもたち⑧
「ねえ、ちょっと見せて!J0 4月12日、西布施

小学校の児童が、満開となった水仙をパックに写

生会を行いました。 4況の畑は甘い水仙の香りで

いっぱい。つい、おしゃべりにも沼が咲きます。

「おっとっと、早く仕よげなきゃ」。作品はさっ

そく水仙フ工スティパルで披露されました。
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シリーズ
介護保険制度

その①

、

介
護
保
険
制
度
来
年
4
月
ス
タ
ー
ト

本
格
的
な
高
齢
社
会
が
到
来
し
ま
し
た
。
平
均
寿
命
が
延
び
、
わ
が
国
が
世
界
一
の
長
寿
国

と
な
る
一
方
で
、
介
護
の
問
題
が
老
後
の
大
き
な
不
安
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
は
、
将
来
誰
も
が
直
面
す
る
問
題
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
や
各
家
庭
の

問
題
と
し
て
考
え
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
負
担
が
重
す
ぎ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
介
護
を
社
会
全

体
で
支
え
、
助
け
合
う
た
め
に
生
ま
れ
た
の
が
「
介
護
保
険
制
度
」
で
す
。

来
年
4
月
の
ス
タ
ー
ト
を
前
に
、
「
介
護
保
険
制
度
」
が
い
っ
た
い
ど
ん
な
内
容
な
の
か
、
今

月
号
か
ら
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
ぜ
、
い
ま
介
護
保
険
が

必
要
な
の
?

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
な
か
、
引
世
紀
の

半
ば
に
は
国
民
の

3
人
に

1
人
が
高
齢
者
と

い
う
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
魚

津
市
で
も
そ
の
流
れ
は
顕
著
で
、
的
歳
以
上

の
お
年
寄
り
が
現
在
5
人
に

1
人
、
〈
王
国
の

平
均
よ
リ
も

7
1
8
年
早
く
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
お
年
寄

り
が
増
え
る
一
方
で
、
家
の
中
で
主
に
介
護

に
あ
た
っ
て
い
る
人
も
高
齢
に
な
っ
た
り
、

共
働
き
家
庭
の
増
加
な
ど
、
す
で
に
家
族
だ

け
で
の
介
護
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

そ
の
た
め
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
、
助

け
合
う
た
め
に
生
ま
れ
た
の
が
「
介
護
保
険

制
度
」
で
す
。

い
っ
た
い
ど
ん
な

仕
組
み
な
の
?

寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
、
常
に
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
に
な
っ
た
り
、
家
事
や
身
じ

た
く
な
ど
、
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
市
の
介
護
認
定
を
受
け
て
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

-
加
入
者
は
判
歳
以
上
の
方

介
護
保
険
制
度
に
加
入
す
る
被
保
険
者
は
、

次
の

2
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
ま
す
。

・
第
1
号
被
保
険
者
防
歳
以
上
の
方

・
第
2
号
被
保
険
者
利
歳
か
ら
閃
歳
未
満

で
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

-
運
営
は
各
市
町
村
の
手
で

介
護
保
険
の
運
営
は
魚
津
市
が
行
い
ま
す
。

運
営
に
必
要
な
財
源
は
、
保
険
料
と
公
費

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
印
%
ず
つ
で
支
え
ら
れ
ま
す

0

.
ス
タ
ー
ト
は
来
年
4
月

介
護
保
険
制
度
の
ス
タ
ー
ト
は
来
年
(
平

成
ロ
年
)

4
月
で
す
。
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
の
申
請
(
要
介
護
申
請
)

は
、
今
年
叩
月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

a 

保
険
料
は
、

決
め
る
の
?

ど
う
や
っ
て

保
険
料
の
決
め
方
は

2
つ
の
グ
ル
ー
プ
で



。

介護サービスを
受けるまで

困った…
どうしたら

いいの?

申請からサービス利用までの流れを図にしてみ

ました。
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介護サービス

計画議
本人の希望を尊重して介

護支援専門員がサービス

の利用計画を作ります

介護認定

審査会

介護が必要な状態

か判定します

(その程度も判定)

そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す

0

.
印
歳
以
上
の
方
は
:
・

保
険
者
で
あ
る
市
が
決
め
ま
す
。
低
所

得
の
方
々
に
と
っ
て
も
過
重
な
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
、
前
年
度
の
所
得
状
況
な
ど

に
よ
り

5
段
階
の
保
険
額
と
な
リ
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
後
固
か
ら
示
さ
れ
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
報
酬
単
価
や
、
介
護

を
必
要
と
す
る
人
の
数
な
ど
を
も
と
に
決

定
さ
れ
ま
す
。

-

M
刊

j

M
歳
の
方
は
:
・

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
に
今

後
国
で
保
険
料
率
を
決
定
し
、
医
療
保
険

料
と
一
括
し
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
保
険
料
は
決
ま
リ
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
(
図

1
を
参
照
)

だ
れ
で
も
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
の
?

こ
れ
も
加
入
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

0

・
防
歳
以
上
の
方
は
、
日
常
生
活
で
介
護
や

支
援
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

-
m
w
j
倒
歳
の
方
は
、
初
老
期
の
痴
呆
や
脳

血
管
障
害
な
ど
、
老
化
が
原
因
と
さ
れ
る

病
気
に
よ
っ
て
介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

利
用
者
の
自
己
負
担
は
?

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
に

は
、
原
則
と
し
て
費
用
の

1
割
を
利
用
者
が

初老期痴呆、脳血管障害

など、老化に伴う病気に

よって介護などが必要と

なった人

介護保険に加入する人

盆:l.i己

・寝たきり、痴呆などて"入浴、
食事などの日常生活について
常に介護が必要な人

・家事や身じたくなどの臼常生
活に支援が必要な人

-図 1

加入している医療保険の

算定方法に基づいて決定

震療{呆険料と一括して支
払い

所得段踏によって市町村ごとに

決定 (5段階)

.年金額が一定額以上の人!立、

3 年金から天引き

!・それ以外の人は市へ箇}lIJに支

払い

a 

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の

自
己
負
担
額
が
二
疋
額
を
越
え
る
場
合
は
、

払
い
戻
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
で
は
制
度
に
つ
い
て
明
ら
か
に

な
り
次
第
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
介
護
保
険
に
関
す
る

お
問
合
せ
は
・
.. 

市
高
齢
介
護
対
策
室

a
n
i
-
-
4
8
ヘ



お閉会せは
市保験年金課保険係

告23-1011

..にあったら

交
通
事
故
な
ど
で
傷
病
を
受

け
た
場
合
、
国
保
を
使
っ
て
治

療
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

必
ず
届
出
を

国
保
で
治
療
を
受
け
る
場
合
、

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」

が
必
要
で
す
。
交
通
事
故
に
あ
っ

た
ら
す
ぐ
警
察
に
届
け
、
事
故

証
明
書
を
も
ら
う
と
同
時
に
、

市
保
険
年
金
課
へ
の
届
出
を
忘

れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
届
出
に
必
要
な
も
の

。
事
故
証
明
書

。
印
か
ん

。
保
険
証

医
療
費
負
担
は

加
害
者
の
責
任

交
通
事
故
な
ど
の
よ
う
に
、

第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
を

し
た
り
、
病
気
に
な
っ
た
場
合
は
、

そ
の
医
療
費
は
、
原
則
と
し
て
加

害
者
が
全
額
負
担
す
べ
き
も
の

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
国
保
で
治

療
を
受
け
れ
ば
、
国
保
は
加
入

者
の
医
療
費
を
一
時
的
に
立
て

替
え
、
後
か
ら
加
害
者
に
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

-
示
談
は
慎
重
に

国
保
に
届
け
出
る
前
に
、
加

害
者
と
示
談
を
結
ん
で
し
ま
っ

た
り
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り

す
る
と
国
保
が
使
え
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

示
談
を
結
ぶ
前
に
、
必
ず
市
保

険
年
金
課
ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
賠
責
保
険
と
の
関
係

自
動
車
事
故
の
場
合
、
白
賠

責
保
険
(
自
動
車
損
害
賠
償
保

障
法
に
よ
る
保
険
)
か
国
保
か
、

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
ん
で
治
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(
た
だ
し
、
自
賠
責
保
険
の
場

合
は
支
払
わ
れ
る
損
害
賠
償
金

額
に
限
度
が
あ
り
ま
す
)

自動車整J司
自費診療

(自賠法による損害賠償)。
自賠法による

損 害 賠 償

会

〈戸〈

保険診療

(被保険者証の提出)。
第三者行為による
被害届の提出
(市保険年金課)。

保険診療費用は

保険者が代位請求

春
の
交
通
安
全
運
動

5
・
円
(
火
)
j
m
(
木
)

「
安
全
は
ゆ
ず
る

や
さ
し
さ
ま
つ
ゆ
と
り
」

期
間
中
の
特
別
デ

i

刊
日
(
火
)
交
通
安
全
ふ
れ

あ
い
の
日

日
日
(
金
)
若
者
が
交
通
安

全
を
考
え
る
日

行
日
(
月
)
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
徹
底
の
日

お問合せ

市保険年金課国民年金係
包 23-1012

年金
だより

保
険
料
の

免
除
制
度
が

あ
り
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
加

歳
か
ら
印
歳
ま
で
の
初
年
問
、

加
入
者
全
員
が
同
じ
額
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。し

か
し
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
に
よ
っ
て
保
険
料
が
納
め
ら

れ
な
い
場
合
に
は
、
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-
免
除
に
な
る
人
は
?

免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

届
出
や
申
請
書
を
出
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

。
届
出
が
必
要
な
方

-
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
る
方

・
基
礎
年
金
、
被
用
者
年
金
の

障
害
年
金

(
1
・
2
級
)
を

受
け
て
い
る
方

。
申
請
が
必
要
な
方

・
収
入
の
少
な
い
方
や
、
病
気

な
ど
で
経
済
的
に
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方

・
災
害
な
ど
に
遭
い
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
事

情
の
あ
る
方

(
免
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
)

-
学
生
は
ど
う
な
の
?

学
生
は
、
一
般
に
収
入
が
な

い
こ
と
か
ら
、
保
険
料
は
親
が

納
め
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

そ
の
た
め
、
親
の
負
担
が
大
き

く
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
別

の
免
除
基
準
が
あ
リ
ま
す
。

a 

免除の対象となる収入の目安

同 居

740万円

835万円

(夫婦問人(うち 1人が学生)の¥

サラリーマン世帯の場合 ノ

男IJ

675万円

770万円

居



子育て応援メニュー

ご利用ください

一時保育をしています

子育ての途中には、いろいろなことが起こります。

急な用事や、体調が悪くて病院に行きたいといった場

合など…。

市内の保育園では、そんな時お子さんを一時的にお

預かリして育児のお手伝いをします。お気軽にご利用

ください。(生後6か月以上のあ、子さんが対象です)

.利用時間 8:30'"16:30 

・申込み方法 前日までに、各保育園へお申込みくだ

さい。

ご存じですか?

炉問合せ先

市内各保育園または

市役所社会福祉課ヘ

B 23-1006 

児童手当制度

-児童手当とは?

児童手当は、児童の健全育成を目的に、3歳未満

の児童を養育する人に支給されます。

手当は、3歳になる誕生日の月まで支給されます。

ただし、児童手当には所得制限があるため、請求さ

れても支給対象にならない場合があります。

・支給額(月額) 第 1子 5，000円

第2子 5，000円

第3子 10，000円

-支給される月

請求された翌月から支給対象となり、毎年2月・

6月・ 10月に、前月分までの手当てが支給されます0

・請求の方法

あらかじめ、児童手当認定請求書を市社会福祉課

へ提出してください。

砂請求・問合せ先 市社会福祉課児童家庭係

B 23-1006 

a 

一時保育を

利用しました

魚津愛育園で2回ほど一時保育を利用しまし

た。 1回目は丸一日、2回目は半日預かつても

らいました。仕事の都合や、講演会を聴きに行っ

たりして、どう しても子供をみられない時だっ

たので、とても助かったのを覚えています。

あと、月 1回聞かれている育児サロンといっ

しょに利用すれば、保母さんや園の雰囲気もわ

かるし、より安心して子供を預けられると思い

ゆずってくださいグ

あなたのチャイルドシート

あなたの家で眠っ

ているチャイルドシ

卜はあリませんか?

魚津市交通センター

では、使わなくなっ

たチャイルドシート

を集めて、小さいお
これで、安心だね/

子さんを持つ方に無料で貸し出しを行います。ぜひ、

ご自宅にあるチャイルドシートをお譲リください。

・シートの補修・クリー二ングは交通センターで行

います。そのままお持ちください。

炉問合せ先魚津市交通センタ-B 22-1747 

来年4月から 6歳未満の乳幼児を車に棄

2竪」 せる時には、チャイルドシートの着用が

・ー箇轟画・ 義務づけられる見込です。着用すれば、

司巴底.. 万一事故にあった時でも乳幼児が死亡・

司園開F 重傷になる確率は非常に低くなり ます。



第8回

戦
国
の
ろ
し
祭
り

5
月
初
日
(
日
)
午
前
9
時
r〉

会
場

松
倉
城
跡

・
北
山
城
跡

・
升
方
城
跡

新
緑
の
香
る
自
然
い
っ
ぱ
い
の
山
城
に
、
歴
史
の
ロ
マ
ン
ヘ

思
い
を
馳
せ
、
山
里
の
食
に
舌
鼓
を
打
ち
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
や

郷
土
芸
能
で
ひ
と
遊
び
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
体
験
コ
ー
ナ
ー

-
砂
金
取
り

・
丸
薬
作
り

・
ひ
ょ
う
た
ん
絵
付
け
ほ
か

マ
食
コ
ー
ナ
ー

-
本
場
利
賀
の
手
打
ち
そ
ば

(
松
倉
城
跡
)

・
や

ま

じ

ろ

鍋

(
北
山
城
跡
)

・
山
賊
鍋
(
升
方
城
跡
)
ほ
か

マ
各
会
場

-
詩
吟

・
獅
子
舞

-
剣
舞

・
万
踊
り

・
郷
土
芸
能
ほ
か

マ
戦
国
茶
屋

※
当
日
は
、
J

R
魚
津
駅
、
J

A

松
倉
支
所
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル

パ
ス
も
あ
り
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
商
工
観
光
課

観
光
係

官
お
ー
1
0
2
5

委
員
募
集
の
お
知
ら
せ

魚
津
市
総
合
計
画

審
議
会
委
員

市
で
は
、
平
成
日
年
度
か
ら

凶
年
間
の
市
政
運
営
の
指
針
で

あ
り
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
新

し
い
総
合
計
画
」
を
作
成
し
ま

す。
こ
の
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
た

め
の
、
総
合
計
画
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

未
来
の
ま
ち
マ
つ
く
り
に
関
心

の
あ
る
方
、
新
し
い
魚
津
市
を

創
造
し
た
い
方
の
応
募
を
お
待

ち
し

て
い
ま
す
。

※
総
合
計
画
審
議
会

市
長
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、

総
合
計
画
原
案
を
審
議
し
、
そ

の
結
果
を
市
長
に
回
答
す
る
組

織
で
す
。

-
募
集
人
員

若
干
名

.
応
募
資
格

ま
ち
マ
つ
く
り
に

興
味
や
関
心
の
あ
る
、
初
歳
以

上

ω歳
未
満
の
方
(
審
議
会
は

年
2
回
程
度
、
平
日
に
開
催
し

ま
す
)

@
任
期

2
年
間
(
平
成
日
年

6
月
1
日
か
ら
)

イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
/

ド
リ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト

う
お
づ
実
行
委
員

魚
津
で
何
か
や
っ
て
み
た
い

人
、
魚
津
を
お
も
し
ろ
く
し
た

い
人
を
募
集
し
ま
す。

市
内

・
県
内
の
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン

ト
を
調
査
研
究
し
、
自

分
た
ち
で
自
由
に
新
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
、
実
施
し
ま
す

0

.
募
集
人
員

3
名
程
度

-
応
募
資
格

凶
歳
以
上
羽
歳

未
満
の
方
(
高
校
生
を
除
く
)

-
任
期

平
成
同
年
3
月
末
ま
で

a 

一
以
上
の
申
込
み
は

一

一
@
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要

一

一

事
項
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

一

一

(
用
紙
は
市
役
所
企
画
広
報
室

一

一

に
あ
り
ま
す
)

-

一
・
応
募
締
切

5
月
口
日
(
月
)
一

一

・

申

込

み

・

問

合

せ

先

一

一

市
企
画
広
報
室
企
画
開
発
係

一

一

宮

幻
l
1

0
6
7

一

-

v
A
2
J
 

一

日
2
1
1
0

5
4

一



~lP 0_  プール修理のため

j与デ京ーくて市営温水プール休館します

~主どう号令~21 2rb。

紹新
介し
しい
ま委
す員

を

-
行
政
相
談
員

・
窪
田
義
久
持
光
寺
5
0
7

2
2
5
3
1
8
 

・
紙
谷
悦
子
本
江
1
5
9
5
6

a
n
-
-
7
4
0
 

市
民
か
ら
、
行
政
全
般
に
関

す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。

-
魚
津
市
公
文
書
公
開

審
査
会
委
員

・
佐
伯
康
博
(
弁
護
士
)

・

友

尾

豊

(
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
教
授
)

.
本
田
百
合
子
(
公
認
会
計
士
)

・
松
井
恒
雄
(
市
医
師
会
長
)

・
森
本
節
子
(
主
婦
)

雨飾山登山

参加者募集

ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
教
室
に

行
こ
う
よ
/

V
期
間

5
/お
1

7
/日

毎
週
火
・
金
曜
日
、
計
日
田

午
後
5
時

1
6時

・
対
象
お

m
泳
、
げ
な
い
、
市

内
の
小
学
生

・
定
員
羽
名
(
申
込
み
順
)

5
/
日
(
火
)
か
ら
受
付

・
受
講
料

3
、5
0
0
円

(
入
館
料
は
別
途
必
要
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

魚
津
市
総
合
体
育
館

8
2
1
1
2
6
3
 

V
日
時

6
月
日
日
(
日
)

午
前
5
時
市
役
所
集
合

午
後
6
時
帰
着
予
定

・
目
的
地
雨
飾
山
(
小
谷
温
泉
よ
り
山
へ
)

・
定
員
叩
名
(
申
込
み
順
)

・
参
加
費

3
、5
0
0
円

・
歩
行
時
間
登
り
約
3
時
間

ω分

携
帯
品
な
ど
に
つ
い
て
は
、
申
込
み
者
へ

詳
細
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

ハ
イ
キ
ン
グ
こ
ぶ
し
の
会
(
津
田
)

窓
辺

1
0
0
2
7

本Lお
くわしくは

各施設主任まで学校体育施設夜間開放

第

回
魚
津

た
き
る
つ
マ
フ
ソ
ン

大
会
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
交

通
整
理
員
の
方
々
、
そ
し
て
多
く
の
声
援
や
交
通
規

制
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
競
技
結
果
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
に
紹
介

し
ま
す
。

施

設

大

町

小

体

育

館

大
町
小
グ
ラ
ン
ド

村

木

小

体

育

館

住

吉

小

体

育

館

上
中
島
小
体
育
館

上
中
島
小
グ
ラ
ン
ド

松

倉

小

体

育

館

坪

野

小

体

育

館

上
野
方
小
体
育
館

本

江

小

体

育

館

片

員

小

体

育

館

吉

島

小

体

育

館

旧
天
神
小
体
育
館

道

下

小

体

育

館

経

田

小

体

育

館

西
布
施
小
体
育
館

西

部

中

体

育

館

西
部
中
グ
ラ
ン
ド

西
部
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

東

部

中

体

育

館

東
部
中
グ
ラ
ン
ド

東

部

中

武

道

場 名

管
理
指
導
員
主
任
名

保

要

孝

三

吉

川

与

志

夫

大

城

護

梅

原

健

治

川

崎

敏

行

金

坂

厳

大

崎

敏

治

島

沢

則

行

宮

崎

稔

羽

根

幸

時

沢

崎

秀

雄

石

塚

利

夫

沢

田

陽

子

川

岸

正

治

平
田
美
枝
子

高

瀬

春

枝

小

松

昇

松

本

明

夫

鈴

木

克

比

己

福

沢

欣

吉

大

崎

浩

二

野

崎

努

電

話

番

号

2
3
7
2
8
 

M
A
l
l
9
4
 

m
3
3
8
1
 

M
l
8
3
2
8
 

M
A
1
8
1
9
8
 

M
8
2
0
1
 

お

9
6
0
6

お

9
4
2
5

m
1
4
6
6
5
 

n
1
6
3
6
6
 

幻

8
7
4
2

M
3
8
2
3
 

出

7
1
7
9

M
l
0
5
9
7
 

n
l
4
4
5
4
 

m
7
7
1
9
 

M
2
3
4
0
 

M
1
1
5
7
6
 

m
0
6
5
8
 

m
5
1
0
2
 

2
1
6
0
2
8
 

m
l
1
8
6
7
 

a 



勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
国
際
交
流
花

見
会
が
、
魚
津
総
合
公
園
で
聞
か
れ
ま

し
た
。
今
回
が
初
の
開
催
で
す
。
以
前

同
ホ
ー
ム
の
行
事
に
参
加
し
た
こ
と
の

あ
る
、
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
富
山
の
留

学
生

9
名
は
初
め
て
の
夜
桜
見
物
で
す
。

418 

夜桜も
きれいだね
国際交流花見会

地域の催しものなど企画広報室広報情報係へ
お知らせ下さい ⑧23-1015 

参
加
者
は
、
料
理
教
室
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
手
作
り
弁
当
や
抹
茶
教
室
の
茶
会
、

尺
八
と
琴
の
演
奏
会
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。
お
国
の
歌
自
慢
も
飛
び
出
す
な

ど
、
夜
桜
の
下
で
花
見
気
分
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

4116 

しめやかに「お別れの会」
名誉市民谷正雄さんをしのんで、

自

長
、
綾
坂
議
長
、か
「
谷
さ
ん
の
功
績
は

市
民
の
忘
れ
ぬ
と
こ
ろ
と
な
る
で
し
ょ

う
」
と
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

遺
族
を
代
表
し
て
谷
亨
さ
ん
が
謝
辞
を

述
べ
た
後
、
参
列
者
、
か
次
々
と
献
花
を

行
い
ま
し
た
。

3
月
6
日
に
死
去
し
た
、
魚
津
市
名

誉
市
民
谷
正
雄
さ
ん
の
「
お
別
れ
の
会
」

が
新
川
文
化
ホ
ー
ル
で
し
め
や
か
に
営

ま
れ
、
市
民
な
ど
約
3
5
0人
、
か
谷
さ

ん
と
最
後
の
お
別
れ
を
行
い
ま
し
た
。

遺
影
に
出
席
者
、か
黙
と
う
。
石
川
市



神秘の光に魅せられ
ほたるいか発光実験

4118 

魚
津
水
族
館
で
は
、

3
月
四
日
か
ら

5
月
初
日
ま
で
の
問
、
日
曜
・
祝
祭
日

及
び
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
、
ほ
た

る
い
か
発
光
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
親
子
連
れ
や
若
い
カ
ッ
プ

ル
が
、
富
山
湾
の
神
秘
の
光
を
目
の
前

に
し
て
、
大
感
激
の
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
学
芸
員
が
言
葉
巧
み
に
、
集

ま
っ
た
人
々
ヘ
発
光
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

説
明
し
、
深
海
の
世
界
に
吸
い
よ
せ
て

い
ま
し
た
。

参
加
者
は
発
光
体
験
の
証
と
し
て
、

水
族
館
特
製
の

『ほ
た
る
い
か
発
光
シ

ー
ル
』
を
も
ら
い
満
足
そ
う
で
し
た
。

4115 

元
気
に
泳
、
げ
、
こ
い
の
ぼ
り

園
児
た
ち
が
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚

天
神
保
育
園
の
年
長
児
犯
人
が
市
役

所
屋
上
で
こ
い
の
ぼ
り
を
揚
げ
ま
し
た
。

「
こ
い
の
ぼ
り
」
の
歌
を
歌
い
な
が
ら

石
川
市
長
と
い
っ
し
ょ
に
ロ
ー
プ
を
引

く
と
、
ま
ご
い
と
ひ
ご
い
は
さ
わ
や
か

な
春
風
に
吹
か
れ
て
、
青
空
に
元
気
よ

く
泳
ぎ
は
じ
め
ま
し
た
。

最
近
で
は
こ
い
の
ぼ
り
を
揚
げ
る
家

庭
も
少
な
く
な
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
色

あ
ざ
や
か
な
こ
い
の
ぼ
り
が
気
持
ち
よ

さ
そ
う
に
泳
ぐ
姿
に
、
園
児
た
ち
は
大

喜
び
で
し
た
。

414 

ストレスを吹き飛ばせ.ノ
ありそ DEエアロ開催

a 

今
回
が

2
回
目
と
な
る
「
あ
り
そ
D

E
工
ア
口
」
が
、
あ
り
そ
ド
ー
ム
ア
リ

ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

気
軽
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
が
体
験
で
き

る
こ
の
企
画
。
保
育
園
児
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
約
1
0
0人
が
気
持
ち
の
よ

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

軽
快
な
音
楽
に
乗
っ
て
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
動
き
を
追
う
参
加
者
の
皆

さ
ん
。
予
定
の

1
時
間
は
あ
っ
と
い
う

聞
に
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
で
冬
の
聞
に

た
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
も
解
消
?
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地酒で市のPRにがんばる

魚津商工会議所青年部

「魚津の酒」で
街に活力を

魚
津
の
米
、
魚
津
の
水
、
そ
し
て

魚
津
で
造
ら
れ
る
。
そ
ん
な
魚
津

の
街
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
お

酒
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
?

魚
津
商
工
会
議
所
青
年
部
、か、

市
の

P
Rに
と
吟
醸
酒
「
じ
ゃ
ん

と
恋
・
魚
津
」
を
造
り
始
め
て
今

年
で

3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
青

年
部
の
「
地
域
・
じ
ゃ
ん
と
恋
部

会
」
の
メ
ン
バ
ー
同
人
が
、
米
の
生

産
者
と
の
連
絡
や
イ
ベ
ン
ト
で
の

販
売
な
ど
に
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

「
地
酒
を
造
ろ
う
と
決
め
た
の
は

い
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
ま
っ
た
く

酒
の
こ
と
を
知
ら
な
い
。
そ
れ
か

ら
毎
日
み
ん
な
で
勉
強
会
で
し
た
」

と
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
笑
う
の

は
副
会
長
の
松
尾
武
さ
ん
。
勉
強

を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
、
酒
造

り
の
奥
の
深
さ
や
魅
力
に
驚
き
の

連
続
だ
っ
た
と
か
。

こ
り
出
す
と
止
ま
ら
な
い
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
。
原
料
と
な
る
米

は
、
市
内
で
も
豊
か
な
自
然
を
残
す
、

長
引
野
地
区
の
農
家
ヘ
直
接
協
力

を
依
頼
し
た
ほ
か
、
田
植
祭
や
抜

穂
式
な
ど
も
メ
ン
バ
ー
が
ど
ろ
ん

こ
に
な
り
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
完
成
。
「
感
激
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
み
ん
な
と
て
も

い
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
」
(
松
尾
さ
ん
)
。

現
在
は

5
月
ま
で
生
酒
「
じ
ゃ

ん
と
恋
ヌ
ー
ボ
ー
」
が
発
売
中
。

名
前
の
由
来
と
な
っ
た
、
「
せ
り
こ

み
蝶
六
」
の
は
や
し
「
じ
ゃ
ん
と

こ
い
/
」
(
た
く
さ
ん
来
て
く
だ

さ
い
)
の
掛
け
声
ど
お
り
、
甘
く

さ
っ
ぱ
り
し
た
飲
み
口
、
か
受
け
て
、

快
調
な
売
れ
行
き
を
み
せ
て
い
ま

す
。
「
わ
ず
か
な
メ
ン
バ
ー
で
、
地

酒
を
造
り
上
げ
て
い
く
の
は
実
は

無
謀
な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
こ
ん
な
グ
ル
ー
プ
が

1
つ
ぐ
ら
い
あ
っ
て
も
い
い
で
し

ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
さ
せ
て
、

魚
津
を
元
気
に
し
た
い
で
す
ね
」

と
話
す
委
員
長
の
内
山
英
男
さ
ん
。

ま
た
、
魚
津
の
「
銘
酒
」
が

1
つ

誕
生
し
そ
う
で
す
。

...6月には吟譲酒が登場します。

嶋幽 舗醐蝿 欄圃・ ・聞・ ・圃・ ・圃・ ・・・ ・圃・ ・圃・ ・m・ 鋼圃・ ・圃腿 ・圃・ ・圃・ 欄醐・ ・- 細圃. 湖圃・ ・圃・ ・圃・ ・圃m ・圃際 ・圃臨 調圃・ ・圃・I .圃・ ・・・ ・圃・ ・圃・ ・圃・6 圃圃・ 調圃圃 舗圃園陸 繍圃・s・圃・6 輔副・ ・幽圃 組圃暗 闇闘薗 -雌園圃・ ・幽圃 ・

友だちのわで紹介さ

れたら、テレないで

参加してください。

お願いします。

4月号の山崎さんから

スタート

伊東雲子さん{湯上)

お子さんが4月

に小学校オ年生に

なっだばかりとか。

rffi臼楽しみでしょうがない

ようです。私も新だにスポー

ツを始めてみょうかなJ

お世話になっている谷山さんへ

谷山穫邦さん(赫寺J

1) 巴頃はお仕事に

/ スポーツ少年団の

指導に忙しいさき山さん。 rな

かなか時間ガ取れませんが、

この春は家族と山菜採りやバ

ーベキューに行きますよJ

お世話になっている小川さんへ

OJ 



譲事き
憩いのひろばは、みなさんに登場していた
だくページです。
各コーナーに出ていただける人やグループ

を募集しています。

冬、-!J-/

ん支』ヤジン一フ
ロ

貝

.

h
l
h

流

k
l

六
。
技
ソ

ん
柵
レ

み
鱒
ブ

「地球人」
23"/d/S 

企画広報室(B23-1015)までご連絡下さい

誰
に
で
も
先
入
観
が
あ
る
と
い

う
の
は
、
日
本
に
来
て
か
ら
初
め

て
強
く
感
じ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

僕
が
納
豆
、か
あ
ま
り
好
き
じ
ゃ
な

い
と
言
う
と
、
「
や
っ
ぱ
り
、
ア
メ

リ
カ
人
は
納
豆
は
だ
め
で
す
ね
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

あ
る
日
本
人
が
「
納
豆
は
あ
ま
り

好
き
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」
と
言
っ
た

ら
、
「
や
っ
ぱ
り
、
日
本
人
は
納
豆

は
だ
め
だ
ね
」
と
は
誰
も
言
い
ま

せ
ん
。
こ
う
や
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
し

た
特
徴
で
人
を
分
け
て
し
ま
う
の

は
、
あ
ま
り
い
い
こ
と
だ
と
は
い

え
な
い
と
思
い
ま
す
。

僕
は
日
本
に
来
て
、
ア
メ
リ
カ

の
文
化
と
の
違
い
が
た
く
さ
ん
わ

か
っ
て
、
自
分
の
世
界
が
広
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。
一
番
気
づ
い
て

よ
か
っ
た
の
は
、
顔
や
話
し
方
、か

違
う
と
し
て
も
、
人
聞
は
基
本
的

に
は
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
人
は
遣
う
と
こ
ろ

が
あ
る
か
ら
こ
そ
面
白
い
日
々
が

週
ご
せ
ま
す
が
、
そ
の
遣
い
よ
り
、

人
の
共
通
点
を
強
調
し
た
方
、か
い

い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
結

局
の
と
こ
ろ
、
ど
こ
の
出
身
と
は

関
係
な
く
、
人
聞
は
人
間
で
す
。

友
達
が
で
き
て
遊
ん
だ
り
し
た
ら
、

誰
だ
っ
て
笑
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス

で
途
上
国
の
子
供
の
貧
し
い
暮
ら

し
を
見
る
と
、
誰
だ
っ
て
涙
を
流

し
ま
す
。
誰
だ
っ
て
夢
が
あ
り
、

そ
の
夢
が
か
な
わ
な
け
れ
ば
が
っ

か
り
す
る
け
ど
、
あ
き
ら
め
な
い

で
、
幸
せ
に
な
る
よ
う
に
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
。
わ
ざ
と
人
を
傷

つ
け
よ
う
と
は
し
な
い
し
、
困
っ

て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
で
き
る
だ

け
助
け
よ
う
と
し
ま
す
。

僕
は
こ
れ
か
ら
も
、
「
あ
の
人
は

ア
メ
リ
カ
人
だ
か
ら
こ
う
」
だ
と

か
、
「
日
本
人
は
こ
う
い
う
民
族
だ

か
ら
こ
う
」
だ
と
か
、
「
あ
の
人
は

先
生
だ
か
ら
こ
う
」
と
い
う
考
え

方
を
あ
ま
り
し
な
い
で
、
み
ん
な

同
じ
「
地
球
人
」
だ
と
思
っ
て
、
お

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
元
気
ク
シ

東

尾

崎

ゆ

だ

い

鍛

冶

優

大

く

ん

(
鍛
治
微
・理
恵
子
さ
ん
夫
妻
の
長
男
)

{
お
田
さ
ん
の
一
言
}

め
ざ
せ
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
J
/
-

企みんないい仲間です/

ス
ク
ス
っ
ち
ゃ
ん

出

ま

い

こ

稗
畠
舞
子
ち
ゃ
ん

(稗
白
田
隆
志
・真
弓
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)

{
お
田
さ
ん
の
一
言
】

明
る
く
¥
だ
く
ま
し
い
子
に
な
っ

て
ね
。

平成10年6月29日生まれ

-・・ ・圃・ ・圃圃 掴聞置 ・・圃 ・圃・ ・"・ ・・・ ・掴庫 副.隆 副鴎圃 ・醐鯵 鍋闘鱒 鍋闘圃 圃・・E 淘闘. -陣 鋼闘闘 ・・・ ・・園 調・圃 ・・・ a圃・ a・E ・・・ ・・睡 舗圃箇 組圃・ 舗圃圃 m・・ ・・闘 .臨調e鋪幽脳 舗聞蝿 .醐・ ・・・ ・・・6 ・圃雌 掴闇圃 組制園 調圃・ ・・闘 E 

小川桂子さん(出)

近所の方の影響

を受けて、ご自宅

の庭に花を植えているとか。

「ビオラやパンジーなど約10
種類あります。花を見ると疲

れがとれますねJ

伸の良いお友だち石崎さんへ

石崎美佐子さん(上村本)

ボールなどの道

真を使った健康体

操に熱中する石崎さん。「じっ

くり汗をかきます。運動する

だけでなく、体のこともわか

るしJ山も健康になりますねJ

伸の良いお友だち大角さんへ

大角志津子さん(鴇)

い 2歳のお孫さん

a・L電・1，l1li‘ ガ毎週遊びに来る

とかJ包遊楽しみiこしていま

す。初孫だし、女の子なのて¥

息子の持とはまだ違つだ新鮮

昧がありますねJ

家族ぐるみのお付き合い森竹さんへ

来
月
号
へ

血



.5月の休館日・

2日"'5日、 10日、

16日、 24目、 30日、

31日

-図書館講座で知識を得ょう・

朗読録音研修会

川柳教室

古文書解読会

魚津読書会

佐々木文書研究会

魚津短歌会

源氏物語を読む会

草がなで読む読書会

時事英語を読む会

1 1日ω
1 2日制

14日働

1 7日(月)

1 9日嗣

22日出

23日(日)

25日決)

28日働
-開館時間・

平日 9:30"'18:00
土日 9: 30'" 16 : 00 

極楽とんぼのとんだ道

-整理休館日・

6月4日(金)から14日(月)

まで、資料等の整理の

ため休館いたします。

ひらいわ ゆみえ

平岩弓枝著

直木賞受賞から40年。ミスからミセス、そして、ば

あさんに。もの書き人生と数々の出会いを綴った初の

半生記。「平岩弓枝自選長編全集」の巻末エッセイを

まとめる。

-みんな集まれ子どもの集い・

(子供映画劇場いずれも10: 30"-' 

8日出 「かえると王女」

22日(土.) i21エモン 宇宙へいらっ

しゃしリ

楽
し
く
選
ん
で
こ
の
一
冊

【
新
着
図
書
か
ら
】

-
一
般

ぼ
く
に
「
老
後
」
が
く
る
前
に

永

井

明

犬

の

い

る

暮

ら

し

中

野

孝

二

寂

聴

今

昔

物

語

瀬

戸

内

寂

聴

定

年

わ

っ

は

つ

は

朝

日

新

聞

モ

ン

の

悲

劇

竹

内

正

右

電
子
レ
ン
ジ
に
夢
中
村
上
祥
子

一
日
を
て
い
ね
い
に
暮
ら
し
た
い

西
村
玲
子

• • 海たホ児リコ神東淋マ守洛石文
か め ル 童 ン ス の 京しグ宮陽狩学
らしス クメ枢城がネ薄の川・
の て の テ 残りッ緑姉殺小
メガ大 、イ 影 ト 妹人説
ツツ冒ソツ 事

セテ|議了ク イキ
| ン γ
ジ i 平藤 西

徳 べ林本山堂山花安村
汐間 ツ真岡喜志田村西京
文書 ヵ理 三津詠寓篤太
社居 l子類郎子美月子郎

フ
ィ
オ
ナ

あ
い
う
え
お
う
た
福
音
館
書
居

ム

ジ

ナ

探

検

局

富

安

陽

子

菜

の

花

さ

い

た

ら

山

口

節

子

真
夜
中
の
お
そ
ろ
し
い
荷
物

三
田
村
信
行

1週間)までです。貸し出しは、ひとり 5冊、 2週間 (CD・ビデオは 3本、

間醜 .. 圃・闘園開蝿-臨翻踊輔 副担蝿.臨調

こぱと(大町)
824-2402 ヲ

蝿輯蝿 盟 輯 睡 眠 蝿

/プヘ
かもめ(経団)
823 -1777 

お母さんありがとう
く〉母の日プレゼン卜作り

6自体:)'"8日出 15 : 00'""" 

心を込めて「押し花のしおり」

を作りましょう。

参加費 50円

く〉母の日プレゼント作り

6 日(木)・ 7 日(金~ 15: 00'""" 

布でチューリップの花を作りプ

レゼントしよう。

対象小学生

く〉しんきろうを作ってみましょう。

22日(土.) 14: 00'""" 

水槽に塩水と真水を入れて実験

・・・何がみえるかな?

参加費無料

50円

く>陶芸教室

8日(出・ 22日(土.) 10: 30'""" 

指導陶芸家 五島彰二さん

定員 15名(申込み順)

参加費 200円

参加費

企



置主鞍i~311øl司 H22-1049

海浜植物と水鳥の観察会

5月12日(制施設設備点検のため臨時休館いたします。

催 、 物 |開演時間 |入場料 関合せ先

魚津市中央公民館

fi22-4331 
魚津市教育委員会

fi23-1045 

料無9:00 魚津市生涯学習発表会

日

15日出
16日(日)
展示ホール

16日(日)
小ホール

21日也
大ホール

魚津税務署

fi24-1370 
平成11年分
所得税の夏期減税等説明会

関係者10:00 

うおづおやこ劇場

fi24-5471 

会員制
会員以外は
2，000円

高学年例会
「オールアワー・リレイションズ」

砂浜に見られる特殊な植物たちと、水

辺で生活する水鳥たちを観察します。

砂日 時 5月22目的 9:00'"'"'12: 00 
・行 先 片貝川河口

(埋没林博物館8:50集合)

・対 象 小学校 5年生以上、 一般

・募集人員 20人(申込み順)

砂申込み・問合せ先 埋没林博物館へ

18:00 

28日樹
小ホール

新川ムジーク・フラウエン

fi23-1123 
海と大地の響 き

滝沢組一一

30日(時 i輝け富山県民謡大ム I 1 1 • t")(¥ I 1tW IFR ~ I魚津市教育委員会| ム =: I 11:30 I整理券 |
大ホール ! 予選大宮 I .LL' UV  I =-"'= 7T I fi23 -1045 

掲載したものは催物の一部です。詳しいことは、サンプラザ、楽器庖などにあるイベン トガイドをご覧ください。

料無19:00 

23日(日)
小ホール

• 5月22日…フルートコンサ一卜

• 5月29日 i.先足プロムナードコンサー卜

Pミュージヴワ弓乙，チ

(やまなみ土曜コンサート)

ミラー V~ 牟ャヲ却ー 魚津霊気楼研究会

富山湾の霊気楼写真展 5 月 1 日出~ 5 月 30 日 (日)

富山県近代美術館所蔵展

「日本画へのいざない」
園会場/展示ホール ・日時/ 6 月 3 日附~13日旧) 10:00~18:00 

・入場無料 圃問い合わせ/ 新川文化ホール fi23-1123

-啄~f~~~lølû司 H31-7045

企画展『館蔵美術品展』

日 催
当者t

物 開演時間 入場料 問合せ先

9日(日)
富山県 6人制バレーポール 市バレーボール協会
春季一般男女選手権大会兼 9:00 鑑 料

アリーナ 中部日本選手権大会県予選 fi22-1815 

16日(日) 第13回 9:00 無 料
市ビーチボール協会

アリーナ 春季ビーチボール大会 fi24-7521 

a 

魚津しんきろうマーチ
5月9日(日) 9:00スタート

埋没林博物館 (8:00から受付〉

15km、 8km (埋没林博物館ゴール)

1人500円 (子供も同額)

郵便振替にて送金ください。

-参加資格 健康な方。小学生以下は保護者同伴。

砂申込み、問合せ先 fi24-1470 (三輪〉

時

所

ス

費

場

-

日

合

-

力

日

集

コ

参

h
F

・



l夏ヨ
一選
挙
人
名
簿
を

一縦
覧
し
ま
す

V
縦
覧
期
間

6
月
3
日
(
木
)
1
7
日
(
月
)

V
縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
市
総
務
課
内
)
宮
幻
ー

1
0
1
9

一青
い
鳥
郵
便
葉
書

一
の
無
料
配
布

・
配
布
対
象
者

重
度
の
身
体
障
害
者

(
1
級

又
は
2
級
)
の
方

・
受
付
期
間

5
月
白
日
(
月
)
ま
で

・
配
布
枚
数

1
人
初
枚
ま
で

.
申
込
方
法

お
近
く
の
郵
便
局
に
手
帳
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
(
代

理
の
方
で
も
可
)

V
問
合
せ
先

魚
津
郵
便
局

8
m
l
0
3
0
0

な
く
そ
う

水
の
事
故

こ
れ
か
ら
は
、
川
や
用
水
の

水
が
増
え
、
大
変
危
険
な
季
節

と
な
り
ま
す
。

川
や
用
水
に
近
づ
か
な
い
、

子
供
だ
け
で
行
か
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

出
没
し
て
い
ま
す

熊
に
注
意

今
年
も
す
で
に
市
内
の
山
中

で
熊
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
山
菜
と
り
の
シ
ー

ズ
ン
に
入
り
ま
す
。
入
山
さ
れ

る
時
に
は
、
熊
に
十
分
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

知

ら

一独
立
開
業
資
金
融
資

一あ
っ
せ
ん
要
件
が
緩
和

V
あ
っ
せ
ん
の
要
件

・
満
お
歳
以
上
で
、
同
一
業
種

に
3
年
以
上
勤
務
し
、
市
内

に
同
一
業
種
で
新
た
に
独
立

開
業
さ
れ
る
方

・
限
度
額

5
0
0
万
円

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

宮
川

ω
1
0
2
5

一農
振
除
外
願
い
は

5
月
却
固
ま
で
に

農
業
振
興
地
域
内
に
あ
っ
て
、

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
農
用
地
以
外

へ
の
用
途
変
更
(
除
外
願
)
を

行
い
、
県
の
認
可
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
認
可
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
等
に
つ
い
て
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先
市
農
業
水
産
課

振
興
係

8
n
1
0
3
2 《を

標
準
小
作
料
金
と

農
作
業
標
準
料
金

平
成
日
年
度
の
標
準
料
金
を

定
め
ま
し
た
。
(
平
成
日
年
度

か
ら
の
変
動
は
あ
り
ま
せ
ん
)

・
料
金
は
そ
れ
ぞ
れ
印
ア

l
ル

あ
た
り
の
単
価

V
問
合
せ
先

市
農
業
委
員
会
(
農
業
水
産
課
内
)

2
n
1
1
0
3
2
 

標準小作料金

区分 米の収量(kg) 小作料

520 17.500円

2 500 14，400円

3 480 11，300円

4 460 8.300円|

5 440 5，200円

6 420 2.100円

軽自動車税
(全期分)

5月31日まで
4月下旬、市内各地で水田

の代かきをする光崇が見られ

ました。ゴールデンウィーク

からはいよいよ田植えが本格

化します。

実りの秋に向けて

盆

区 分 作業料金

卜
J 主主lE ld 起 6.400円

フ 荒 掻 3，200円
ク

タ 代 f蚤 3，200円

5十 12，800円

田 植 機 6，900円

側 条施肥 8，600円
田 植 機

コン パ イ ン 18，600円

人 夫賃金 9.400円

防 除 800円

大 E 15.300円
トラクター
大 旦 18，600円
コン パ イ ン
秋 耕 5，400円
トラクター

農作業標準料金



青
年
海
外
協
力
隊
員

募
集
説
明
会

V
日
時

5
月
日
日
(
木
)

午
後
6
時

ω分
1
8
時
初
分

V
会
場

市
役
所
第
二
会
議
室

・
内
容

ビ
デ
オ
に
よ
る
活
動
紹
介

・
対
象

満
別
歳

i
犯
歳
の
方

V
問
合
せ
先
と
や
ま
国
際
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
4
M
2
5
0
0
 

英
語
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
ロ
ン

V
日
時

5
月
日
日
(
木
)

午
後
7
時
1
8
時
初
分

市
役
所
第
一
会
議
室

V
会
場

初
心
者
の
た
め
の

短
期
英
語
教
室

あ
い
さ
つ
か
ら
始
め
て
、
簡
単

な
英
会
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

V
日
時

5
月
目
目
、
お
日
、

6
月
2
目
、
9
日
、
日
日

(
い
ず
れ
も
水
曜
日
)

午
後
7
時

1
8時
初
分

V
会
場

市
役
所
第
一
会
議
室

・
講
師

ブ
レ
ッ
ト
・ラ
ミ
ン
ジ
ャ
l

(
魚
津
市
国
際
交
流
員
)

・
定
員

日
名
(
申
込
み
順
)

プ
レ
ッ
ト
の
料
理
で

『
い
た
だ
き
ま
す
/
」

ピ
ザ
な
ど
、
ブ

レ

ッ

ト

の

得

意
な
料
理
を
一
緒
に
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
?

V
日
時

5
月

m日
(
土
)

午
前
9
時

ω分
1
午
後
1
時

V
会
場

大
町
公
民
館

・
定
員

日
名
(
申
込
み
順
)

・
参
加
費

5
0
0
円

・
講
師

ブ
レ
ッ
ト
・ラ
ミ
ン
ジ
ャ
l

(
魚
津
市
国
際
交
流
員
)

女
性
議
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

女
性
議
会
議
員
募
集

市
内
の
女
性
日
団
体
で
作
っ

て
い
る
「
う
お
づ
女
性
の
会
連

絡
会
」
で
は
、
毎
年
市
政
に
つ

い
て
学
び
、
女
性
の
視
点
で
魚

津
を
考
え
る
女
性
議
会
を
開
い

て
い
ま
す
。

V
応
募
要
件

市
内
在
住
の
初
歳
以
上
の
女
性

以
上
4
件
の
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
企
画
広
報
室

男
女
協
力

・
国
際
係

官
お

1
0
1
7

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
ヘ

設
備
近
代
化
資
金

-
対
象

国
が
指
定
す
る
事
業

を
県
内
で

1
年
以
上
営
ん
で
い

る
中
小
企
業
等

・
貸
付
額

設
備
使
用
の

ω
%

以
内
(
原
則

5
年
以
内
、
無
利

子
で
最
高
4
、
0
0
0
万
円
ま
で
)

・
受
付
期
間

5
月
6
日
(
木

)1
幻
日
(
金
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

E
n
-
-
0
2
5
 

裁
判
所
事
務
官
1
・H
種

お

家
庭
裁
判
所
調
査
官
補

等

V
受
付
期
間

5
月
6
日
(
木

)i
u
日
(
金
)

V
第
1
次
試
験
日

6
月
初
日
(
日
)

V
問
合
せ
先

富
山
地
方
裁
判
所
総
務
課

人
事
第
1
係

8
0
7
6
4
l
紅

1
6
1
3
1

WANTfD! 

メダカに関する

情報を

求めています

-
メ
ダ
力
が
い
る
と
こ
ろ
を
知
っ
て
い
る

・
昔
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
た

こ
の
よ
う
な
情
報
を
、
ぜ
ひ
水
族
館
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ご
家
族
に
も
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

大
メ
ダ
カ
は
、
小
学
校
の
教
科
書
に
も
出
て
く
る
な
ど
、
と
て

も
よ
く
知
ら
れ
た
淡
水
魚
で
す
。
し
か
し
、
野
性
の
メ
ダ
カ

(黒
メ
ダ
カ
)
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
リ
、
今
年
の

2
月

に
は
環
境
庁
が
指
定
す
る
レ

ッ
ド
リ
ス

ト

(
絶
滅
す
る
恐
れ

の
あ
る
野
性
動
植
物
の
一
覧
)
で
「
絶
滅
危
慎
E
類
」
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

女
富
山
県
内
で
は
、
ま
だ
生
息
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
が、

魚
津
市
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

V
連
絡
・
問
合
せ
先

干

W
ー
附

魚
津
市
三
ケ

1
3
9
0

魚
津
水
族
館

8
μ
ー
4
1
0
0

。
好
評
分
譲
中
/

新
し
い
く
ら
し

c

つ
く
り
始
め
ま
せ
ん
か
。

・
人
に
や
さ
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
l
住
宅
(
全
6
棟
)

.
1
区
画
平
均
悦
坪
の
ゆ
と
り
の
宅
地

V
問
合
せ
先

制
魚
津
市
開
発
公
社
(
市
建
設
課
内
)

包
幻
ー

1
0
8
9

金



ワ
ー
フ
ロ

パ
ソ
コ
ン
教
室

一
(
魚
津
工
業
高
校
開
放
童
)

V
開
講
日

6
月
げ
，I
日
目
、
幻

i
お
日

計
7
回

V
時

間

午

後
6
時

1
8時
叩
分

・
定
員
初
名
(
申
込
み
順
)

・
受
講
料
無
料

・
対
象

一
般
成
人
(
初
心
者
)

.
申
込
期
間

6
月
2
日
(
水
)
1
9
日
(
水
)

ハ
ガ
キ
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
o

v申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

魚
津
工
業
高
校
(
花
川
)

魚
津
市
浜
経
田
3
3
3
8

窓
辺
ー

2
5
7
7

向申

11霊
ロパ

査当
Ver教
$室

( 2日間)

V
日
時

5
月
幻
日
(
土
)
、
加
日
(
土
)

午
前
9
時

1
午
後
4
時

ワ
ー
プ
ロ
の
基
本
操
作
か
ら

文
書
作
成
ま
で
を
学
び
ま
す
。

-
パ
ソ
コ
ン
教
室

-
対
象

ω歳
以
上
の
初
心
者

・
定
員
初
名
(
申
込
み
順
)

・
受
講
料

3
、
0
0
0
円

(
テ
キ
ス
ト
代
含
む
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

E
M
1
9
5
7
9
(
月
曜
日
は
休
館
)

女
性
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習

V
定
員

初

名
(
再
就
職
を

希
望
す
る
女
性
の
方
対
象
)

※
開
講
日
6
/

マ8
/
5

計
幻
回

午
前
9
時

i
午
後
3
時

・
申
込
期
間

5
月
比
日
(
金

)
iお
日
(
火
)

V
会
場
富
山
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー

(
富
山
市
向
新
庄
町
)

・
内
容
パ
ソ
コ
ン
操
作
に

よ
る
広
告
物
の
デ
ザ
イ
ン

及
び
制
作
技
能
の
習
得

・
受
講
料
無
料

(
教
材
費
は
実
費
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

富
山
県
女
性
財
団

8
0
7
6
4
1
m
l
0
2
3
4
 

富
山
県
警
察
官

富
山
県
女
性
警
察
官

V
受
験
申
込
受
付
期
間

5
月
比
日
(
金
)
1
6
月
9
日
(
水
)

.
受
験
資
格

昭
和
弘
年

4
月
2
日

1
昭
和

日
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
で
、

大
学
(
短
大
を
除
く
)
を
卒
業
し

た
方
、
又
は
平
成
ロ
年
3
月
末

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

V
問
合
せ
先
魚
津
警
察
署

警
務
課

2
M
I
o
-
-
o

国
税
専
門
官

募
集

V
受
験
申
込
受
付
期
間

(
郵
送
の
時
)
5
月
日
日
(
木
)
ま
で

.
受
験
資
格

昭
和
灯
年
4
月
2
日

i
昭
和

日
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

試
験
は
大
学
卒
業
程
度

V
申
込
用
紙
請
求
・
問
合
せ
先

金
沢
国
税
局
人
事
第

2
課

8
0
7
6
l
mー

2
1
3
1

ま
た
は
魚
津
税
務
署
総
務
課

8

Mー

4
9
3
0

一個
人
向
け
住
宅
融
資

[
住
宅
金
融
公
庫
]

V
受
付
期
間

(
回
次
受
付
分
)

・
マ
イ
ホ
ー
ム
新
築
資
金

く募集〉

-
建
売
住
宅
購
入
資
金

第
1
回

受

付

中

6
/
日
ま
で

(
通
年
受
付
分
)
*
受
付
中

・
中
古
住
宅
購
入
資
金

.
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン

・
財
形
住
宅
資
金

V
申
込
み
先

「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
庖
」

と
表
示
さ
れ
た
金
融
機
関

V
問
合
せ
先
住
宅
金
融
公
庫

北
陸
支
庖
企
画
広
報
課

2
0
7
6
l
m
1
4
2
4
2
 

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
璽

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
園

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

コ
l
ス
名
、
受
講
料
な
ど
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

V
5
月
の
開
講
科
目

・
実
用
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

.
ア
ク
セ
ス
基
礎

な
ど

9
系
統
ロ
コ

l
ス

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
富
山

開
発
援
助
課
(
魚
津
市
川
縁
)

B
M
1
2
2
0
4
 

¥
相
談
は
無
料
で
す

1
J

f
l
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
¥

曜
日
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

月
j
金
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

冨
闘
副
総

9
時
j
げ
時

園
開
園
(
予
約
制
)

第
4
火

曜

日

目

時

j
叩
時

国
岡
闘
国
第
1
・
3
木
曜
日

日
時
j

m
時
嗣
凶
間
四
閣
刷
。

市
民
相
談
室

E
n
1
1
0
0
3

図
様
醐
国

第
2
金

曜

日

目

時

j
叩
時

会
場
サ
ン
プ
ラ
ザ
問
合
せ
は

富
山
地
方
法
務
局

2
2
1
0
4
6
1

図
調
醐
臨
平
日
の
9
時
j
叩
時

と
第
1
・
3
土
曜
日

9
時
i
口
時

市
教
育
セ
ン
タ

l
a
n
-
-
7
1
7

盛

市
社
会
福
祉
課

翻
民
臨
闘

火
・
水
・
金
曜
日

9
時
l
内
時

市
商
工
観
光
課

E
n
-
-
0
2
5

閑
閑
閑
閑
首
唱

9
時
j
行
時

職
業
相
談
室

E
n
-
-
0
0
6
 

ト
雇

用
セ
ーノ一一一
タ I~;I 市

宮 |露蓮 2 役
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一帆
船
海
王
丸

展
帆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

青
い
海
に
ひ
と
き
わ
映
え
る

「
海
王
丸
」
。
県
民
参
加
の
海
王

丸
展
帆
に
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
せ
ん
か
。

V
活
動
内
容

・
海
王
丸
の
総
帆
展
帆
へ
の
参
加

(
年
間
叩
回
)

・
海
王
丸
の
白
帆
作
製
(
冬
期
)

.
各
種
行
事
へ
の
参
加
と
協
力

V
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
特
典

・
海
洋
講
座
の
無
料
受
講

・
船
上
結
婚
式
の
利
用
な
ど

V
応
募
資
格

日
歳
以
上
で
健
康
な
男
女

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

制
帆
船
海
王
丸
記
念
財
団

8
0
7
6
6
m
l
5
1
8
1
 

消防

防
火
管
理
者
・
危
険
物

取
扱
者
の
講
習
会
な
ど

-
危
険
物
取
扱
者
試
験

.
内
容

危
険
物
の
取
扱
資
格
の
取
得

.
試
験
の
種
別

甲
種
、
乙
種
全
類
、
丙
種

・
試
験
日

6
月
日
日
(
日
)

・
試
験
会
場
魚
津
工
業
高
校

.
申
込
受
付
期
間

5
月
6
日
(
木

)
i
m
日
(
木
)

.
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
た
め

の
準
備
講
習
会

・
講
習
日

5
月
初
日
(
木
)
幻
日
(
金
)

-

会

場

魚
津
市
消
防
本
部

・
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

・
講
習
日
(
甲
種
)

6
月
泊
日
(
木
)
、
お
日
(
金
)

・
会
場
魚
津
市
消
防
本
部

・
受
付

5
月
M
日
(
月
)
(
)

6
月
比
日
(
月
)

V
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
本
部
予
防
課

8
M
i
o
-
-
9
 

10，000円
2，020円
20，000円
100，000円
50，000円
52，000円
50，000円

[敬称略]

100，000円
天神野新 3，000円

50，000円
200，000円
200，000円
200，000円
20，000円
4，500円
2，000円

100，000円
760円

5，000円
100，000円

ご寄付ありがとうございます
惨善意銀行へ

折川孝義川縁

三井自動車側友の会

森 富伊新金屋

林 喜男友道

(故)畠山悪美子相木

(故)経;畢操友道

金盛行男石垣新

魚津第二保育園職員一同

匿名

寺主修二火の 宮町

/て-ティーランド 上村木

竹田正二江口

黒田敏行北鬼江

険社会福祉基金として

匿名

三谷 行雄

匡名

(故)松本 信 吉 仏田

高島康尋木下新

スポーツアカデミー魚津 北鬼江

(故)木下郁子中央通リ

大宮市

惨ゆずります ・ソファー

併もとめます ・ベッド(大人用)

・ベビーベッド ・洗濯機

-掃除機 ・冷蔵庫 ・食器棚

惨申込み・問合せ先

市総務課行政係

交換c 
ロロ不用

おねがいします

梨の大敵「赤星病」を媒介する

-貝塚イプキ1
・玉イブキ ト類を植樹しないで/

.ビャクシン j

他の樹木への切りかえにご協力ください。

市農業水産課・下野方梨組合満開となっている梨の花

(4/20撮影)

H23-1019 

保安点検調査(5月)しPガス
炉実施地域 魚津地区(本町一丁目・二

丁目、新金屋一丁目・二丁目)

炉問合せ先県LPガス保安センター

新川地区支所 H24-5340

「地域」

5~1 

「水Jから守ろうみんなの

霊水防月間尽/1

国
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@育児サロン
対 象:未就園児とその家族

受付時間:保育園・幼稚園 9:00'""-' 9:45 

実施日 ! 会 場

11日伏)I青島・経団保育園

12日附 |西布施保育園

13日休)I魚津愛育園

19日同 |住吉保育園

20日同 |松倉保育園

24日(月)I大町幼稚園

26日休)Iあけび・野方保育園

28日幽 |経田幼稚園

5月9日(日) 10:00"-' 15:00 

次のイベントを行います。

0 会場サンプラザ 3階

0 内 容血糖・血圧・体脂肪測定、

健康相談、白衣着用記念

写真撮影など

0 問合せ先 富山労災病院看護部

ft 22-1280 

結核・肺がん検診、塁本健康診査がはじまります

@結核検診・肺がん検診・基本健康診査
ゆ受診票、健康手帳、検診料金200円(肺がん検診受診希望の方)

実施日 受 付 時 間 メヱ〉zz、 場

13 : 15，._， 13 : 45 黒沢公民館
21日闘

14 : 30 ，._， 15 : 00 長引野集落センター

9 : 30，._， 11 : 00 西布施公民館
28日陰)

13 : 15，._， 14 : 30 蛇田公民館

6月 9 : 30 ，._， 10 : 30 石垣公民館
4日(到

13 : 15，._， 15 : 00 上野方公民館

対象者:40歳以上(結核検診は18歳以上)で職場健診のない方。

※西布施・上野方地区の対象者には、今月中に受診票を個別に

案内します。(他の地区は 6月に案内予定)案内の来ない方、

職場を退職された方は、健康センターまでご連絡ください。

@集団がん検診
時受診票、健康手帳、検診料金
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実施日 ムヱ玄 場 内 容 料 金 受付時間

10日(月) 日カ厚生会館 胃がん 900円 8: 30~ g: 30 

14日(金) 健康センター 8: 30~ g: 30 
大腸がん 700円 13: OO~ 14: 00 

17日(月) 大町公民館

31日(月) 西布施公民館 子宮がん 800円 13: OO~ 14: 00 

62月日(対 下中島公民館
乳がん 1，200円 13: OO~ 14: 00 

平成11年度中に、 40歳・50歳・60歳になられる方、および70歳以上の

方は無料。子宮がん・乳がんについては30歳の方も無料。

<休日がん検診>
23日(日)魚津市役所 8:30""9:30受付(胃・大腸・子宮・乳がん)

@健康テレホンサービス
(県保険医協会〉 岱 0764-42-0003

5月のテーマ

(月) 高齢者の介護(食事の介助)

(火) 子どもの肥満

(水) 骨そしょう症の予防と治療

(木) 虫歯になりやすい人と唾液の性質

(金) 手足のしびれ

(土・日) 血便が見 られたら

@教室・相談会
[初めて参加される方は事前)
にお申込み下さい。会場:健康センター

実施内 打廿句 日

機 4円AレEー 司11 手車 個別 11、18、25日(火)

[ 9: 30 ，.._， 12: 00 ] 集団 13、27日体)

健康運動相談会
25日伏)

[ 13: 00 ，.._， 13: 30 ] 

血



お問合せは 魚津市健康センター
宮24・3999

@母子保健 ゆ 母子手帳、会場:健康センター

内
，谷す句ご，

対 象 実施日 受付時間

マタニァィセミナー
妊婦 とその家族 28日闘 9: 00"-'9: 30 (Bコース:育児編〉

4 か月児 健診
第 1子

満 4 か月児 20日(木) 13:00"-'13:15 
股関節脱臼検診 第 2子以降

13:15，，-，13:30 

1歳 6か 月 児健診 平成 9年児10月生
まれの 11日(火) 13: 00"-' 13: 30 

3 歳 児 健 圭5A2シ、 平事成前7年案11月生まれの児に
に内を送付します 26日(水)13: 00"-' 13: 30 

@予防接種 ゆ 予診票と母子手帳

会場:健康セ ンタ一、受付時間:13: 30"-' 14: 00 

対象疾病と対象年齢 実施日 該当 地 区

10日(月) 大町、 下中島、上中島、松倉

12日(水) 本江、上野方
=種混合(1回目〕

17日(月) 経由、天神
(生後 6か月""66か月)

24日(月) 加積、片貝、西布施

25日(火) 道下、村木

日 本 1出 炎 7日(金) 本江、松倉

(生後36か月 ""60か月) 27日(柄 大町、 上中島、下中島

ツベルタリン反応検査
19日(水)(生後 3か月 ""48か月〉

B C G t妾手1重) 
本江、上野方

(生後 3か月 ""48か月 21日陰)

+休日当番医(診療時間/午前9時~午後5時)

診療日 一 般 医

5月2日(日) 山岸産婦人科医院 産婦人科 (上村木 n24-5878) 

5月3日(月) 魚津神経サナトリウム 精神科(江 口 n22-3486) 

5月4日(火) ビーチクリニック 産婦人科 (本江 n22-7500) 

5月5日(7.1<) 新川病 院 内 科 (大光寺 n24-3800) 

5月9日(日) 深川病 院 皇婦人E(鴨川町 n22-57此

5月16日(日) 船崎内科小児科医院 京児詩 (本 町 n22-3912) 

5月23日(日) 松井医 院 産官唱(本江 n22-0745) 

5月30日(日) 宮本内科小児科医院 京児詰(新角川 n22-0122) 

6月6日(日) 山岸産婦人科医院 産婦人科(上村木 n24-5878) 

4つのポイント
厚生省調べでは、

全国に糖尿病患者

が推計で690万人、

予備軍を含めると

1，370万人に達する

1 .必要以上に食べない

2.栄養バランスの良い食事

3.おっくうがらず体を動かす

4. 年に一度の健康診断

日常生活にとりいれ、糖尿病を予

防しまし ょう。

@初孫教室
・日時 5月27日(木)9:30""11:30 

.内容

孫と遊ぼう(歌と手遊び)

講話『孫とかかわり方』

虫歯予防の話とおやつの与え方

・申込期限 5月21日(金〉

・会場及び申込先 健康センタ ー

@すくすく教室 ゆ 母子手帳

・日時 5月13日(木)

-受付 13: 00"" 13: 15 

・内容 離乳食 ・虫歯予防講習会、

育児相談

・対象者 8""10か月児

・会場及び問合せ先 健康センタ ー

議 手ヰ 医

奥村歯科医院 (吉島 n24-5757) 

小熊歯科医院 (村木町 n24-6567) 

清水歯科医院 (浜経団 n22-1121) 

森本歯科医院 (本町 n22-8400) 

米山歯科クリニック (新宿 n24-7811) 

米国歯科医院 (本江 n23-0600) 

谷川歯科医院 (上村木 n24-3540) 

吉川歯科医院 (本江 n22-7530) 

みたむら歯科医院 (吉島 n23-0477) 

新川地区休日夜間急患医療センター (黒部消防署向側fi54-0731) 診療時間/午後 7 時~11時 診療科目/内科・小児科・外科

a 



まちがと

広いほ場の中で、一生懸命苗を植える人たち。昭和42年 5月、

ほ場整備されたばかりの袋地内で見られた田植え風景である。

昭和 40年から 2年をかけて行われた六郎丸・袋地内のほ場整

備事業。総面積 45~の中に大小 2.300 枚あった水田も、工事

の後には 170枚に整理され、大型機械が使えるようになるな

ど農作業の効率は大きく向上した。

しかし田植機はまだなく、作業は農家の女性の手で行われて

いた。近所の 5"-'6軒の農家と共同で、朝 6時頃から一斉に苗

を植えていったが、広くなった田んぼでは 10人余りで頑張っ

ても、 1枚の田んぼ(約 30rv-) を植え終わるまでに半日かか

ったという。田植えは約 10日間続いた。

あの項

現在では田植機が作業の主役となり、農家の労力は格段に減

った。例年、ゴールデンウィークが田植えのピークとなる。

皐l 1日(土) メーデー (8:50-----アップルヒル駐車場)

月 新川牧場ファーム・フェア (10:00-----、3日まで)

田植え

，..聞‘、 2日(日) 魚津の朝市(ゴールデンウィーク特別開催8:00-----魚津港魚市場)

|巴 3日(月) 憲法記念日

5日(水) こどもの日

9日(日) 魚津の朝市 (8:00-----魚津港魚市場)

14日(金) 市小学校体育大会[5・6年生] (8:45-----桃山陸上競技場)

(昭和42年)

15日(土) 魚津市生涯学習発表大会[作品展示](9:00"'-'新川文化ホール16日まで、[実技発表]は16日13:30"'-') 

30日(日) 戦国のろし祭リ (9:00-----松倉城跡ほか)

市跡羽(平前年3月末日現在)一男-2~3~r3-0)J=-6-2^)一史:4~75-rÁr57)一割7~881人(ぷfr9r--'-5J71 世帯(:_-3-9)-(前日対比)

先月から表紙を一新しました。彩りはやっぱり桜色・-とも考えましたが、春の動きはめまぐるしく、 4月は桜・水仙・チューリッ
プなどが次々満開に。でも、「春の色って何だろう ?Jと悩むうちに緑(表紙の色)のまぶしい季節になり、ホッと一安心しました。

• 


